




























































八一年の日本での条約改正交渉の開始までベルリンの日本公使館に、また 第一回目と第二回目の間にはローマの日本公使館に、というよう 、アレクサンダーはヨーロッパ どこかの日本公使館に配属され いた。ところが一八八七年以降は どこ 日本公使館にも席を置かなかった。むしろ自由な立場 、必要とあれば、場所 変えてどこにも行く用意ができていた。もちろんドイツと 日本 条約改正交渉が行われている間は、アレクサンダーはベルリンを生活の拠点にしていた。イギリスとのこ の間もロンドンが生活の拠点であった。しかしこう う、外務省からの要請を受けての重要な国際会議以外は、アレクサンダーはど かの日本公使館に常駐することはなかっ　
彼の私生活も変わった。一八八九年にはベルリンで伯爵令嬢エリザベート・フォン・へースリンゲン（一八六五―










帝国代表部（公使館）の書記官として参加 た。その模様が一つには神宮公園内の絵画館の絵にうかがわれ が、兄とは異なって、独自の外交官の道に進む。その後 一八八三年公使館主任事務官、一八八七年から二年間代理公使さらに一八九三年には横浜 領事となって る 一八九五年には上海の領事代理を務め いる。こ 間 一貫し 、外交畑に専念して、一八八九年にはオーストリア＝ハンガリー帝国の皇位継承者、皇太子フランツ・フェルディナン
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ト大公の訪日の際に彼の案内をしている。ただし残念なことにハインリヒは外交官として正規のルートを辿っていない。いわゆるキャリア組ではない。大学教育は受けていない。これは当時でも、決定的なことであった。いかに有能で、外交畑で大きな仕事をしたとしても、正規の国家試験を経て、外交官にならなければ、公使、大使にはなれない。ただしハインリヒの場合、キャリアが くとも、公使にはなれなくとも、実力と実績で 横浜や上海の領事あるいは公使代理になれたの ある。オーストリア＝ハンガリー帝 代表部の公使官員、クーデンホーフ・カレルギーは外務省にハインリヒを公使に申請したが、結局不可能だった。　
他方ハインリヒは公務とは別に、もう一つの個人的な、趣味的な、学術的な活動の方も決して等閑にしなかった。
むしろこれを積極的に推し進めた。父親と同じように、日本の伝統的な美術工芸品、考古民族学的 資料、仏像 武具等を可能な限り 購入し、その多くを、特 ウィーンの工芸博物館、民族学博物館、自然史博物館に寄贈した。その功績が認められて、ハインリヒはフランツ皇帝 り男爵の爵位を拝命している。　
もともとハインリヒには兄と違って、日本の伝統文化に親しむ傾向が強かったのであろう。幼少から父親にじかに




























民から報告を受ける前からアレクサンダーはすでに『日本』の再版を出版したいと計画していたと思われる。それに弟ハインリヒが上海領事を健康上の理由で辞任して、夏にはヨーロッパに帰郷する、 の知らせも受けていた。ある意味では、ハインリヒは休暇 も って、リタイアー ることと同じであった。シーボルト兄弟は、彼らが一緒に協力して仕事のできる、千載一遇のチャンス、いなこれを逃したら二度とない最後のチャンスと見たのであろう。実際にハインリヒはベルツ医師の診断書をもらって ハワイ、カナダ経由でロンドンに着いたのが八月のはじめ すぐにヴュルツブルクで兄に合流している。　
それに客観的な事実として、シーボルトの『日本』の初版は、一八三二年出版開始。そして終了が一八五一年であ
る。この間継続して二〇分冊 分けて配布された。ということは、シ ボルトが第一回目 日本滞在直後から約二〇年間、主としてオランダのライデンでの仕事の集成ということになる。 の妻・ヘレーネ・フォン・ガーゲルンが健康上の理由で、 オランダからドイツのボッパルトに家族で移住した（一八四八年）後の数年間は別としても、ほとんどオランダでの、あるいはオ ンダと かわった作品であった。しかしその後のシーボルトを見ると、ボッパルトからボ に引っ越したのも実のところ、 日本研究を ンの地で、 ボン大学を足場に深化させ、 広くす ものであった。ドイツを拠点として、新 に日本研究の成果を世に出したのも少なくない それに、シーボルトは、以前の日本の国外への追放の処分は解除されて、再度一八五九年 来日 それか 六二年の五月に日本を離れるまでほぼ三年日本に滞在している。長崎に二年 横浜と江戸に合わせて一年ばかり、要するに日本 幕末の時代にその時代の証人になっている。江戸では、かつて 長崎の鳴滝塾のよう 、蕃書調所（後の洋学所） は洋学教授として、また赤羽根接遇所で 交顧問として大きな業績を残している。また以前と比べ 幕末 攘夷思想の激 さを増すなか、危険も少なくなかったが、比較的自由 研究調査 進め こ ができた。実は一八五二年以降のシーボルトは新しい環境、新しい時代、新しい日本を直接体験して 自ら 研究にそれを生かしてい のである。シーボルトが亡くなる
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は知っていた。そこで、彼らは、発表されたものばかりか、未発表のもの、その後に書かれたものをすべて総点検して、再版に重要な、価値のあるものをまとめた。ただし、初版で発表されたものをすべ 否定、削除してはいなかった。むしろ今後も時を超えて価値のあるもの、評価の高いものは極力これを再版でも残し、生かそう した。では編者たちは、新しい時代に立って、新しい時代の基準に従って、父親の遺稿を取捨選択したのか と うと必ず もそうではない のちの 代を生きている編纂者 視点、尺度は極力排除されている 父シーボルトが生きて活動
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したその時代をそのまま事実として踏まえてその作品を再現している。しかも編者はその時代考証を徹底化させている。再び序文を引用する。



























い、 いな代表的な作品として位置付けられている。再版では巻頭の作品として取り上げられている。ただし初版では、実のところ、長崎から江戸往復の参府紀行にも関わらず、途中の播州室までの記述で終わってい 。日本で出版された『日本』の『江戸参府紀行』では初めから終わりまで、一部始終書かれているが、これはすべ 再版本の『日本』から翻訳したも である。これはのちにまた取り上げるとす アレクサンダーたちが未発表の原稿を見つけ、新に加えたものである。　
もう一つのシーボルトの地理学者、地理研究者としての側面については、もちろんシーボルトは大航海時代の発見





































































































































































































の初版本の分類は一見して、少し雑な、一定の方針に従っていないように見える。しかし内容的にはすべてシーボルトの手になるもので、それはそれと て、その意義と価値については、変わりはない ところが、両方の版を仔細に比較観察してみ と、重要な、無視できない事実に出会う。例えば、初版の第六巻の付録の一 ら五まではすべて後の再版に分野別 適切に採用されたもの ある。初版本の翻訳が日本でなされた昭和五〇年代に訳者たちによって、それらの真価が認められ、初版本の中に 取り入れられたものである。が、よく見ると、これに限らず、再版本の方が全体の構成というか、分類 章立てという、編集者の基本的な姿勢・方針 際立って る と言わざるをえない。それぞれの版を比較しながら、見ていくとしよ 。　
まず再版本『日本』の第一編では、旅行と地理をセットにして、まずはシーボルト自らの旅行、オランダ、バタヴィ






現国家形態の生成と歴史のみが扱われている。そもそも民族学や人種学及び日本固有の諸制度を対象とした分野であった。そこを編者は改めた。もちろん民族文化 発展の歴史と将軍家創設の歴史とタイトルを改めたが、内容は、若干、アレクサンダーが加筆しているものの、ほぼ以前と変わらない。しかし編者はこのほかに、日本人の起源について、日本人と他の民族のつり目につ て、武器 武術および戦術につ て、さらに日本の法律についての諸論文をこの第二編に組み入れた。ちなみに日本人の起源論と日本の法律遵守の知識についての論評 、 初版の翻訳 中には最後の付録として収録さ ている。　
再版の第三編、神話、歴史そして考古学は初版の第五編、日本の神話 歴史に対応している。しかしそ 内容から
してまるで異なっている。確かに、日本 神話は天地開闢神話とし 扱われていて、実際の日本の古代史とは分けて捉えられている。その点は、初版と再版では同じである。しかし初版のこの第五編 は 和年契をもとにした、日本の歴史年表がそのまま掲載されていた。これは再版で ほとんど削除された。その代り、日本人の計時法、日本人一日 区分、
　
暦、いわゆる盲暦、花暦、そして勾玉についての論文がこの第三編に掲載されている。ただ中国人と
日本人の時計については、初版 図録の第二巻の中に論文と共 収録され いる。ちなみにこの勾玉論は、初版では、考古学に分類されずに、独立して扱われ いた。それがこの考古学編に組み入れられた。それ 初版では、日本の神話と歴史とあるだけで、日本の計時法、日本人 一日の区分、それに花暦はそ 編の付録 てすでに った しかし中国人と日本人の時計、暦および盲暦につい の論文は、 本に初め 採用された。きっ シーボルト 息子たちが、父親の遺稿集の中から探しあ たものであろう。
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再版の最後の第七編は 日本とそ 隣国、保護国―蝦夷・南千島列島・樺太・朝鮮・琉球諸島― 記録集。タイト










































調査研究した。世界を一周し、鎖国の日本の近郊、樺太まで来ている。彼はシ ボルトに、未知 ヴェールに包まれている日本の地理研究、さらには日本の植物相、動物相、地質を含めた自然研究を期待 たのである。シーボ トもフンボルトの激励を受けて 再度一八五九年に へ旅立った。このいきさつは、長男 アレクサンダーはよく知っていた。作品『 』には日本の植物相、動物相、地質 ついての詳しい論文は収録されていない。しかし 『日本』と同時にシーボルトはドイツ人 学者と共に自然科学研究を推し進めて た。植物学者のＪ・Ｇ・ツッカリ ニとＮ・
ｖ
・エーゼンベックらはかれの仕事仲間、協力者であった。自然科学ばかりでなく、人文地理学、地域の産業、




のは言うまでもない。その場合、なるべく複雑な日本をわかりやすく、よく理解できるように、新 な分類の下で、諸論文を整理し配列した これによって、シーボルトが見直され、再評価されたともいえよう。これこそ息子たちが父親の遺志 継承 た記念的な事業といえるのではないか。　
最後にドイツ人の中に、シーボルト兄弟及び彼らの再版の『日本』を高く評価する人がいた。その人の名は、オッ
トマール・フォン・モール。明治の一時期、宮内省の侍従武官を務めたドイツ人である。シーボルト兄弟とは交流が深い。最後の結びとして彼の文章を引用することで こ 論を終えたい。






















































 『Nippon 』ZweiteAuflage. 『
PhilippFranzvonSiebold.EinebiographischeSkizze 』
.S.XVI.
引用。
（
10）
 フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト著『日本―日本とその隣国、保護国―蝦夷南千島列島・樺太・朝鮮・琉球諸島―の記録集。日本とヨーロッパの文書および自己の観察による。―』第一巻から第六巻、図録第一巻 ら第３巻、監修岩生成一、図録監修斎藤
　
信、昭和五二年一一月二二日、発行所雄松堂。後『シーボルト「日本」 』と称する。
（
11） 『シーボルト「日本」 』第二巻、四〇ページ引用。
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（
12） 『シーボルト「日本」 』第二巻、四一ページ引用。
（
13）
 早稲田大学高等学院研究年誌第五五号『日欧文化交流史の中のシーボルトの息子たち
　
Ⅰ
　
―日本の考古研究者ハイン
リヒ・フォン・シーボルト―』二〇一一年三月発行を参照。
（
14） 『
Nippon 』　
ErsterBand,AbteilungIIVolkundStaat,Ü
berdieAbstammungderJapaner,S.288
引用。
（
15）
 オットマール・フォン・モール著、金森誠也訳『ドイツ貴族の明治宮廷記』二九一ページ引用、二〇一一年一二月一二日刊行、講談社。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
二〇一六年一〇月末日記す。

